
平成30年度神奈川県・海老名市合同総合防災訓練) 

＜ビッグレスキューかながわ＞ 

実施結果報告（概要） 

 

１ 訓練会場・実施日時 

(1)  中央会場 

ア 日時 

平成30年８月26日（日） ９時00分から12時00分まで 

イ 場所 

県立相模三川公園 

(2） 地域会場 

日時 場所 内容 

平成30年８月25日（土） 海老名運動公園 多数遺体収容施設設置運営訓練 

 

平成30年８月26日（日） 

厚木市立病院 災害拠点病院における医療救護

活動訓練 大和市立病院 

海老名市南部大型防

災備蓄倉庫隣接地 
救援物資受入訓練 

     

２ 訓練目的 

  大規模地震発生による甚大被害を想定し、自助・共助・公助の理念に基づき、自主防災組

織をはじめとした地域防災力の向上、県市及び防災関係機関の災害対応力向上を図る。 

また、県医療関係機関を中心とし、自衛隊及び在日米軍と連携した実践的な医療救護活動

訓練を通じ、相互の連携強化を図る。 

 

３ 実施規模 

(1)  参加・協力機関 

103機関 

(2) 参加人数 

   約6,000人（訓練参加者1,000人、見学者5,000人） 

 

４ 訓練想定（中央会場） 

(1) 地震名称：都心南部直下地震 

(2) 地震規模：マグニチュード7.3 

(3) 最大震度：６強 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 訓練項目 

＜中央会場＞ 

エリア 主な実施項目 内容 

救出救助訓練

エリア 

ライフライン応急復旧活動訓練  
・水、電気、ガス、通信の復旧に

向けた、迅速な復旧活動 

ロボット情報収集訓練 

・ドローンやクローラといったロ

ボットによる災害現場の情報収

集 

自主防災組織・消防団による訓練 
・自主防災組織や消防団による救

助活動や消火活動 

救出救助訓練 

・多重衝突事故現場における救出 

救助 

・土砂崩れにより寸断された道路

の啓開活動 

・中高層建物での救出救助・消火 

・倒壊家屋からの救出救助 

・道路陥没現場からの救出救助 

・航空機による情報収集・救出救助 

展示・体験コ

ーナーエリア 
展示・体験コーナー 

・37のブースの出展及び特殊車両

の展示 

現場救護所 

エリア 
医療救護活動訓練（現場救護所） 

・DMAT、日本赤十字社、自衛隊、

米軍医療部隊など様々な医療機

関が連携した医療救護活動 

災害 

ボランティア

訓練エリア 

災害救援ボランティア支援センタ

ー設置運営訓練 

・被災地に設けられたボランティ

アセンターの活動として、炊き出

し、冷たい足湯等の体験 

 

６ 訓練の特色 

(1) 自主防災組織や消防団による初動対応から応援部隊等による救援活動など、自 

助・共助・公助が一体となった救出救助訓練を実施 

(2） 孤立地域の発生を想定し、陸上自衛隊の装備を活用した人員・物資輸送訓練を

実施 

(3） 海老名市の物資集積拠点の一つである南部大型防災備蓄倉庫隣接地を活用し、

救援物資の受入体制の検証を実施 

(4) 神奈川ＤＭＡＴと連携した実践的な医療救護活動訓練を実施 

 

 

 

 

 

 



 

 

７ 当日の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多重衝突事故現場からの救出救助訓練         医療救護活動訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倒壊家屋からの救出救助訓練            ヘリによる救出救助訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米消防による一斉放水訓練 

 

 

 

※ 詳細な実施結果については、後日公表します。 


